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Ⅰ は じ め に

（1）研究の背景
昨今、ご当地検定試験が地域の活性化への有効な方策の 1つとして注目を集めている1）。ご
当地検定試験とは、文字通りご当地に関する検定試験で、ご当地の自然・歴史・産業・文化な
どに関する知識を問うことによって、一定の知識を持った人に対して、民間団体が合格証や認
定証を付与し、表彰をするものである。その目的はご当地に対する知識の深化ばかりでなく、
検定試験を通じて、ご当地に対する愛着の向上を図ることである。
ところで、資格と言えば、国家資格が存在する。国家資格とは、法律に基づいて国が実施す
る試験（国家試験）などによって、個人の知識や技能が一定の段階以上に達していることを行
政が確認し、その結果として行政のその権限に基づいて一定の行為を行うことを許可するもの
である。これに対して、ご当地検定による資格とは、国家資格とは別の次元の資格であり、原
則、業務遂行のための必須条件となっていない。
ご当地検定ブームのきっかけは、東京商工会議所が 2003年 11月に実施した「東京シティ
ガイド検定」と言われる。この検定試験の目的は、都市としての東京の成立や生活・文化など
を総合的に学び、海外や国内の観光客に都市の魅力などを紹介出来る人材を育成することであ
る。一方、京都商工会議所が 2004年 12月に実施した「京都・観光文化検定」は、その受験
者数の多さから、ご当地検定が一躍脚光を浴びることになった。こうした東京・京都における
検定試験の成功に触発され、全国各地でご当地検定がスタートしており、現在ではその数は 100

を超えるまでになっている。
しかし、ブームに乗ったとはいえ、あやかり商法や準備不足、さらには受験生の少なさで、
一過性のブームに終わったご当地検定が登場している。検定試験料の高さがネックとなって、
一度だけの開催に終わった検定試験も少なくない。
ところで、ご当地検定に続いて、その後、特定の産業や趣味に関する検定試験が登場した。
これは特定の産業や趣味についての啓蒙や知識の向上を目指すもので、新しい展開となってい
る。
別府八湯検定試験は、2011年 8月 6日に第 1回を開催した。これまで何度となく開催を検
討したが、諸般の事情で実施出来ず、2011年になって実施の機運が高まってきた。その背景
には、2008年 8月 8日に結成された別府八湯温泉道名人会（以下、名人会）の存在がある。
別府八湯温泉道（浦 2008）とは、別府八湯の温泉施設を巡るユニークなスタンプラリーのこ
とで、名人会は温泉道をサポートする組織として誕生した。温泉道は文字通り入湯を楽しむイ
ベントだが、入湯だけでは本来の別府八湯の楽しみ方は分からないという趣旨で、別府八湯検
定を企画・実施することになった。
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（2）研究の目的と方法
研究の目的は、別府八湯検定試験を対象として、別府八湯温泉道との関連で、その実態と意
義を明確にすることである。具体的には、別府八湯温泉道の歩み、別府八湯温泉道名人会の活
動状況、別府八湯検定試験の実施状況などについて主に分析した。研究の方法は、名人会や温
泉道事務局に対する聞き取り調査、文献調査（別府八湯温泉本など）、データ分析（温泉道事
務局の資料）などである。

（3）従来の研究成果
ご当地検定に関する研究成果は、観光地理学の分野に限るとその成果は存在しない。別府八
湯検定試験も同様である。ただし、別府八湯温泉道に関しては、浦はその意義を究明した（浦
2008）。さらに温泉道の 1周年に関する座談会（別府八湯温泉道実行委員会 2004）、苦情など
に関する座談会（別府八湯温泉道名人有志 2006）がある。HP やブログなどでは温泉道に関
する記事は多いが、研究成果や報告書などは少ないので、今後の課題となろう。

Ⅱ 別府八湯温泉道の歩みと名人会の結成

（1）別府八湯温泉道の歩み
表 1は、別府八湯温泉道の歩みについて示したものである。別府八湯温泉道は、2000年 12

月、別府八湯メーリングリスト（ML）で企画案が提案された。2001年 1月には 10数人のメ
ンバーによって別府八湯温泉道実行委員会が設立され、組織的な活動となった。その後、温泉
道 ML で具体案が練られ、実行案が提案されたのである。
このユニークなイベントは、別府温泉郷（通称は別府八湯）の豊富な温泉資源そして多様な
温泉施設を周知徹底するために、四国のお遍路 88ヵ所巡りを意識して、スパポート（スタン
プ帳）を利用したスタンプラリーとして企画されたのである。予め指定された温泉施設 88ヵ
所の入湯を完結すれば、温泉道名人としての名誉が授けられ、春の温泉祭りでの表彰と温泉殿
堂（ひょうたん温泉）で肖像写真の掲載が行われることになった。
温泉道の最初のイベントは春の温泉祭りを利用して 2001年 3月 25日にスタートした。湯
遍路と言う形態をとり、立命館アジア太平洋大学の男女学生 2人がこれに応じたのである。
記念の 1湯目は明礬温泉の湯の里で、最後の 88湯目は 3月 31日の竹瓦温泉となった。この
湯遍路のサポート隊として数名の者が参画し、地元の別府をはじめ、遠くは愛知県・大阪府・
愛媛県から温泉マニアが付き添うことになった。3月 31日には 3人が晴れて温泉道名人とな
り、その日の夕方には温泉道名人の表彰式が開催されたのである。

2001年 9月 6日には、ケータイ（携帯）温泉道が新たに始まり、従来のアナログコース
（スパポート版）と共にデジタルコースが付加された。2002年 3月 25日からは 88施設を 112

施設に拡大し、以後、年々入湯可能な温泉施設の拡充を図っている。
さらに 2002年 4月 1日には、新企画として温泉道名人タクシーがスタートした。タクシー
のドライバー 5人が名人位を獲得し、本邦初の名人タクシーとなった。なお、温泉道名人は、
1年間（2002年 3月 25日現在）で合計 87人（内訳はスタンプ名人 68人・ケータイ名人 19

人）を数えた。その後、名人数は順調な伸びを示し、現在に至っている。
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（2）名人会の結成と活動
名人会は 2008年 8月 8日、別府八湯の日に結成された。結成のきっかけは、温泉道の企画
と運営に関するスタッフ不足で、当初は、温泉道施設の新規加入促進、温泉道に関する苦情処
理、入湯印鑑の交換など細々とした作業の実行部隊となったのである。
現在の会員数は 61人（他に顧問 1人・役員 10人）で、役員は会長（1人）・副会長（1人）
・事務局長（1人）・理事（4人）・会計監査（1人）・九州支部長（1人）・大分支部長（1人）
の体制となる2）。名人会の主な目的は、以下の通りである。
1．温泉道名人の皆様の絆づくり
2．別府八湯の最新情報、並びに観光、グルメ情報等の収集と発信

表 1 別府八湯温泉道の歩み

年 月日 事項

2001

2002

2003
2005

2006

2007
2008

2009

2010

2011

3月25日
3月31日
9月 5日
3月25日
4月 1日

12月 5日
3月25日
2月16日
3月 7日
3月28日
9月30日
3月31日
4月20日
4月25日
3月31日
3月27日
3月31日
1月 1日
3月31日
4月 1日
5月31日
6月25日

11月26日
12月31日
3月31日
7月30日
8月 8日
9月26日
3月25日
3月31日
4月 1日
5月 1日
8月 6日
8月 8日
9月 1日

別府八湯温泉道スタート。対象施設 88ヵ所
初代名人誕生
ケータイ温泉道スタート
対象施設 112ヵ所へ拡大
温泉道名人タクシースタート
黄色いタオル企画スタート（ケータイ温泉道だけ）
対象施設 120ヵ所へ拡大
ケータ温泉道リニューアル
対象施設 126ヵ所
名人 678代（スパポート 520代、ケータイ 158代）
対象施設 133ヵ所
スパポート名人 787代
対象施設 137ヵ所
名人認定料改定
スパポート名人 1050代
対象施設 131ヵ所
スパポート名人 1318代
初代永世名人誕生
スパポート名人 1620代
温泉本の編集は別府八湯温泉道実行委員会が担当、3代目実行委員長誕生
対象施設 135ヵ所
温泉本 10周年期年号発行
金銀スパポート発行
スパポート名人 1864代、年間名人認定者 348代
スパポート名人 2006代、ケータイ名人 141代
対象施設 139ヵ所
初代名誉名人誕生
車椅子温泉道名人誕生（2代）
温泉道 10周年
スパポート名人 2551代、ケータイ名人 488代、名誉名人 4代、永世名人 18代
対象施設 144ヵ所
「別府八湯温泉道～豊の国千年ロマン編～」スタート（2003年 3月 31日まで）
第 1回別府八湯検定試験実施
温泉道 10周年記念無料開放。温泉道名人認定カード交付式
温泉本発行、対象施設 149カ所、大分市の温泉 3カ所が温泉道に加盟
復興支援として［いわき湯本温泉」の施設 9カ所が 1年間の期限付きで加盟

（注 1）別府八湯温泉道事務局の資料などにより作成。
（注 2）名人を繰り返す人が増えたため、この表では名人の数を「人」ではなく、「代」と表現した。
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3．温泉道実行委員会及び事務局、温泉道施設、並びに温泉道を愛する全ての方へのサポート
4．各種イベントの企画立案
5．別府八湯温泉道の更なる発展を目指す
結成以来、名人会は様々な活動を行っている。その一例として、温泉道参加施設の最新情報
の紹介、広報活動（マスコミ取材の対応、テレビ出演など）、講座やイベントの開催、関連事
業への参加などがある。
講座関係では、初代名人による「温泉道記念日座談会」（2010年 3月 25日）、35代名人に
よる講座「別府八湯温泉道の歴史」（2011年 3月 25日）など、イベント関係では、別府八湯
の日である 8月 8日、温泉道スタートの日である 3月 25日を中心に企画し、具体的には、名
人会主催の第 1回温泉道裏泉家（2010年 8月 8日）、温泉道 10周年イベント（2011年 3月
25日）などがある。関連事業としては、海門寺温泉湯かけ地蔵開眼式出席（2010年 4月 1

日）、別府温泉あったかプロジェクト協力（被災地に別府温泉を届ける募金活動）（2011年 6

月 7日以降）などがある。

（3）別府八湯温泉道の現況
図 1は、別府八湯温泉道の名人の数を年次別に示したものである。当初は年間数人程度の
名人の誕生を想定したが、2011年 9月末で、スパポート名人 2,849人・ケータイ名人 519人
が誕生している。スパポート名人 2,849人の男女別の内訳は男性 2,021人、女性 828人で、
約 7割が男性となる。ケータイ名人は 2001年に 10人が誕生し、その後、36人・43人・62

人・41人・54人・69人・73人・35人・56人・40人と続き、合計 519人に達している。ち
なみに永世名人（11巡）24人、名誉名人（22巡）5人、豊の国千年ロマン編達成者 165人
が誕生している。

図 1 別府八湯温泉道名人数の推移（2001−2011年）
（注 1）2011年は 9月 30日現在。
（注 2）合計・男性・女性はいずれもスパポート名人。
（注 3）別府八湯温泉道事務局の資料による。
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表 2 別府八湯温泉道名人の地域構成の推移（2001−2011年）

番号 都道府県 2001 2002 2003 2004 2005 2006 2007 2008 2009 2010 2011 合計
1 北海道 0 0 0 0 2 2 1 1 0 0 1 7

2
3
4
5
6
7

青森県
岩手県
宮城県
秋田県
山形県
福島県

0
0
0
0
0
0

0
0
0
0
0
0

2
0
0
0
0
0

0
0
0
1
0
0

0
0
0
0
0
0

1
0
0
0
0
0

1
0
2
0
0
1

0
0
0
0
0
0

1
0
1
0
0
0

0
0
0
0
1
0

0
0
1
0
1
0

5
0
4
1
2
1

8
9
10
11
12
13
14

茨城県
栃木県
群馬県
埼玉県
千葉県
東京都
神奈川県

0
0
0
0
0
3
1

0
0
2
2
2
4
1

0
0
0
2
2
4
1

1
1
0
6
0
5
1

0
1
0
6
5
4
4

0
0
0
2
4

20
4

1
0
1
0
3
9
5

1
1
3
6
2

10
10

0
2
0
6
4

21
9

0
3
0

17
4

23
12

0
3
0

12
2

29
8

3
11

6
59
28

132
56

15
16
17
18
19
20
21
22
23

新潟県
富山県
石川県
福井県
山梨県
長野県
岐阜県
静岡県
愛知県

0
0
0
0
0
0
0
0
1

0
0
0
0
0
0
0
0
3

2
0
0
0
0
0
0
0
0

1
0
0
0
0
0
3
2
1

0
0
0
0
0
0
0
0
2

2
1
0
0
1
1
1
0
7

0
0
0
0
1
0
3
0
2

0
0
2
0
1
0
0
0
6

0
1
3
0
0
0
0
0
6

1
0
1
0
1
0
0
0

17

0
0
1
0
0
0
1
0

12

6
2
7
0
4
1
8
2

57

24
25
26
27
28
29
30

三重県
滋賀県
京都府
大阪府
兵庫県
奈良県
和歌山県

0
2
0
2
0
0
0

0
0
1
2
1
1
0

0
0
1
3
1
1
0

0
1
2
5
1
0
0

0
1
2
7
7
0
0

0
2
2
9
3
1
0

1
1
4

11
4
1
0

0
2
0
7
3
0
0

0
2
3
9
3
5
0

1
3
2
5
3
1
0

0
2
3

11
11

3
0

2
16
20
71
37
13

0

31
32
33
34
35

鳥取県
島根県
岡山県
広島県
山口県

0
0
0
0
0

0
0
0
0
0

0
0
0
1
4

0
0
1
2
6

0
0
1
9
8

0
0
0
5
5

1
0
1

11
7

0
1
0
6
3

0
0
3

11
5

0
0
1

26
4

0
1
0

13
2

1
2
7

84
44

36
37
38
39

徳島県
香川県
愛媛県
高知県

0
0
1
0

1
0
0
0

0
0
3
0

0
2
2
2

0
3
5
0

0
0
2
0

1
1
2
0

0
1
4
0

0
1
0
1

0
1
2
1

1
0
1
1

3
9

22
5

40
41
42
43
44
45
46
47

福岡県
佐賀県
長崎県
熊本県
大分県
宮崎県
鹿児島県
沖縄県

4
0
0
5

34
0
0
0

12
0
1
2

89
1
0
0

14
0
0
0

65
6
1
0

27
0
0
1

99
2
1
0

20
1
2
3

118
1
0
0

43
4
3
0

133
0
0
0

33
2
5
3

129
3
3
0

37
1
2
3

168
1
0
2

33
3
4
2

204
1
2
0

60
1

12
6

309
3
4
0

37
6
7
1

278
2
1
0

320
18
36
26

1626
20
12

2

48 不明 0 1 1 2 4 10 4 15 2 5 2 46

49 米国 0 0 3 0 2 0 0 0 0 0 0 5

年 2001 2002 2003 2004 2005 2006 2007 2008 2009 2010 2011 合計
合計 53 126 117 178 218 268 258 299 348 530 454 2849

別府市 18 52 39 49 56 67 73 91 117 170 137 869

（注 1）2011年は 9月末現在
（注 2）スパポート名人の数
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表 2はスパポート名人の地域構成を都道府県別に整理したものである。全体で 2,849人の
名人中、ベスト 5は 1位・大分県 1,626人、2位・福岡県 320人、3位・東京都 132人、4位
・広島県 84人、5位・大阪府 71人で、名人不在の空白県は岩手県・福井県・和歌山県の 3

県となった。大分県 1,626人の内訳は当然のことながら別府市が 869人と多い。

Ⅲ 別府八湯検定の目的と実施状況

（1）検定試験の目的
名人会と温泉愛好会（大阪観光大学）のメンバーが主体となって、別府八湯検定実行委員会
を結成し、別府八湯検定試験を行うことになった。実行委員の構成は 8人からなり、実行委
員長は名人会代表の高崎富士夫が就任した3）。
検定試験の目的は「めざせ！別府八湯カリスマ」である。別府八湯の意味は、八湯という地
域であり、温泉だけでないことが大前提である。しかし、別府に相応しく温泉の問題も数多く
出題して欲しいという要望もあって、温泉に関する問題を出来るだけ多く出題することになっ
た。設問は地域を構成する自然・歴史・産業・文化の分野プラス温泉など 5分野とし、それ
ぞれ 10問ずつ出題することで、別府八湯に関する知力の度合いを検定することにした。
世界最大級の温泉地である「別府八湯」を極めれば、日本の温泉、さらには世界の温泉を極
めることが出来るという観点で作問を行った。特に、問 5では別府八湯温泉道、あるいは日
本の温泉＆温泉地に関する問題を用意した。これが別府八湯検定の最大の特色となる。温泉道
を究める人は温泉道の問題を選択し、それ以外で日本全体の温泉の知識を学ぶ人は、日本全体
の温泉＆温泉地に関する問題を選択する仕組みである（資料）4）。
この検定試験から別府八湯の自然・歴史・産業・文化・温泉などを学び、検定試験の学習を
通して、別府八湯に対する愛着と誇りを認識することがねらいである。なお、高得点者に対し
ては、「別府八湯カリスマ（準カリスマ）」として認定し、その偉業を称え、末永く別府八湯の
伝道師として活躍することを祈念するものである。
主催は別府八湯検定実行委員会、共催として別府八湯温泉道名人会・別府八湯温泉道実行委
員会（事務局）・大阪観光大学温泉愛好会、後援として別府市・別府市観光協会・大阪観光大
学観光学研究所・クリエイツ．・野上本館などが名を連ねている5）。

（2）受験要綱
試験日は、受験生が集りやすい土曜日の午後とした。別府八湯の記念日である 8月 8日に
一番近い 8月 6日にし、成績の発表は 8月 8日とした。会場は別府会場（別府市中央公民館）
と大阪会場（大阪観光大学）に設定した。大阪会場の設定は、瀬戸内航路の開通など別府温泉
と大阪との古くからの関係を意識したからで、温泉道初代名人が現在大阪で在勤していること
も関係している。
受験資格は特に制限せず、受験者の定員は、会場の規模の都合で、別府会場は 88人、大阪
会場は大教室があるので、特に人数制限はしなかった。検定料は誰でも無理なく受験出来るこ
とを配慮して 1,000円とした。しかし、費用がかからない訳ではない。したがって、会場の運
営・作問・印刷などはすべてボランティアとした。合格基準は 100点満点中 88点以上で、100

点満点が別府八湯カリスマ、88点以上が別府八湯準カリスマと認定するものである。試験の
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結果は、以下のブログで公開する。
別府八湯温泉道名人会：http : //beijinkai.exblog.jp/

大阪観光大学温泉愛好会：http : //spalove.exblog.jp/

（3）参考資料と例題の内容
受験の際の参考書は特に設けず、以下の HP やブログなどを参考資料とした。
HP：別府なび http : //www.beppu−navi.jp/

HP：別府八湯温泉道 http : //onsendo.beppu−navi.jp/

ブログ：別府八湯検定 http : //b8spa.exblog.jp/

ブログ：懐かしの別府ものがたり http : //today.blogcoara.jp/natukashi/

別府八湯温泉本 2010−2011年
しかし、問題の傾向が把握出来ないので、あらかじめ例題として、以下の問題を告知した。
問 1 別府八湯の自然（温泉資源などを含む）に関する問題である。
1．高崎山の標高は何メートルか。⇒正解は④628 m

①328 m、②428 m、③528 m、④628 m、⑤728 m

問 2 別府八湯の歴史（年号、旧跡などを含む）に関する問題である。
1．別府港（旧楠港）は何年の開港か。⇒②1871（明治 4）年
①1970（明治 3）年、②1871（明治 4）年、③1872（明治 5）年、④1873（明治 6）年
⑤1874（明治 7）年
問 3 別府八湯の産業（交通、道路などを含む）に関する問題である。
1．やまなみハイウエイの開通は何年か。⇒②1964年
①1954年、②1964年、③1974年、④1984年、⑤1960年
問 4 別府八湯の文化（文学、芸術などを含む）に関する問題である。
1．戦前の別府を描いた小説「湯の町」の作者は誰か。⇒④織田作之助
①太宰治、②川端康成、③徳田秋声、④織田作之助、⑤井伏鱒二
問 5 （選択）別府八湯温泉道に関する問題である。
1．温泉道 1番札所はどこか。⇒③竹瓦温泉
①寿温泉、②梅園温泉、③竹瓦温泉、④ひょうたん温泉、⑤楠温泉
問 5 （選択）日本全体の観光・温泉＆温泉地に関する問題である。
1．1986年に入湯手形を発行した温泉地はどこか⇒①黒川温泉
①黒川温泉、②熱海温泉、③由布院温泉、④長湯温泉、⑤妙見温泉

（4）検定試験の結果
受検の登録者は別府会場 81人・大阪会場は 8人である。しかし、当日の受験者は別府 79

人・大阪会場は 8人で、別府は試験中に途中退出があったので、78人受検となり、合計 86

人受検が正しい数値である。受検者は、別府会場の場合、大分県 57人が断トツで、以下、福
岡県 9人・鹿児島県 3人・熊本県 2人と続く。他は 1人の受験で、遠くは埼玉県・神奈川県
・石川県・兵庫県、九州では長崎県・宮崎県となる。
大分県 57人の内訳は、別府市 30人・大分市 12人・その他 15人で、別府市と大分市を中
心として県内に分散している。大阪会場は大阪府 5人が半数を超え、以下、東京都・奈良県
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・和歌山県各 1人なる。このように、受験生の地域的な範囲は、温泉道と同じく広域であり、
温泉道の裾の広さを物語っている。
試験の平均点は 51.0で、内訳は大阪会場 50.9点・別府会場 47.5点となった。最高点は前
者で 82点、後者で 66点、最低点は前者で 20点、後者で 30点である。得点のとれなかった
分野は「歴史」で、時代や年号が難しいとのことであった。得点のベスト 3は、1位・82点、
2位・80点、3位・78点である。
なお、最高得点者については、後援である野上本館の好意で、同館の B&B（1泊朝食付）
ペア宿泊券が謹呈されることになった。こうした特典については実行委員会では内容のさらな
る充実を図る予定である。全受講生に対しては、別府市などから観光パンフレット類・竹製の
耳かき・浴用手提げバックなど、初代名人から記念の輪島塗の箸が贈られた。
大阪会場の受験生に対しては、犬鳴山温泉のみ奈美亭からパンフレットと温泉タオル、和歌
山市の花山温泉から入浴半額券の贈呈、熊取町から観光パンフレットやタオルなどの寄贈があ
った。
こうした検定試験を通して、受験者同士の交流、受験勉強による別府八湯の地域理解が一段
と進展することは意義深いことであり、温泉道の 10年に及ぶ足跡がベースになったことは言
うまでもない。

Ⅳ お わ り に

以上、別府八湯検定試験の実態と意義について、観光地理学の立場で、その概要を明らかに
した。その結果、次のことが指摘できよう。
①別府八湯という地域の自然・歴史・産業・文化の分野、さらには温泉から試験問題を出題し
たが、温泉道の一層の推進、地域理解や愛着と言う観点では、概ね成功を収めたと思われ
る。
②受験者は地元の温泉道関係者が大半と思われたが、大分県以外から多数の方が受験し、温泉
道の懐の深さが明らかになった。今後はまちづくり系スタッフやボランティアガイド、観光
関係者などの受験が望まれる。
③別府八湯温泉道は、温泉施設を巡るスタンプラリーだが、温泉の泉質以外に、温泉施設にま
つわる歴史や文化に対する理解を深めるために、この検定試験の意義はあると思われる。
④受験生の大半は、検定試験を通して知識不足を実感し、次回の検定試験に備える決意を新た
にした。
⑤今後の課題は、ボランティアを克服する運営体制である。検定試験がらみの出版物や記念グ
ッズなどを販売することで、収益をあげる努力が必要となろう。
⑥今後の方向性は、検定試験を継続することである。温泉道は 10年かけて、全国的に知名度
が向上し、九州温泉道・北海道温泉めぐり 2011など、似たようなイベントが各地で登場し
ている。まさに「継続は力なり」で、別府八湯検定試験を重ねることで、絶え間ない情報発
信をすべきであろう。
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注
１）ご当地通の HP

http : //www.gotochitsu.jp/ の HP

２）名人会の顧問・役員は次の通りである。
顧問：浦 達雄 理事：谷村勝弘
会長：高崎富士夫 理事：紙谷真理子
副会長：土谷雄一 会計監査：安冨秀和
事務局長：佐藤正敏 九州支部長：明石淳一
理事：岸川多恵子 大分支部長：渡辺修武
理事：阿部なぎさ

３）メンバーの構成は、別府八湯を意識して、次の 8人である。
①委員長（総括担当）：高崎富士夫（別府会場）
②副委員長（総務担当）：佐藤正敏（別府会場）
③副委員長（作問担当）：小堀貴亮（大阪会場）
④メンバー（運営担当）：土谷雄一（別府会場）
⑤メンバー（運営担当）：安冨秀和（別府会場）
⑥メンバー（広報担当）：堤栄一郎（別府会場）
⑦メンバー（印刷担当）：森 宗明（別府会場）
⑧メンバー（作問担当）：浦 達雄（大阪会場）

４）第 1回別府八湯検定試験の解答
問 1 1．⑤、2．①、3．⑤、4．①、5．④、6．④、7．④、8．②、9．⑤、10．⑤
問 2 1．④、2．③、3．⑤、4．①、5．③、6．③、7．⑤、8．③、9．③、10．④
問 3 1．②、2．⑤、3．④、4．③、5．③、6．①、7．⑤、8．④、9．②、10．①
問 4 1．①、2．④、3・①、4．③、5．⑤、6．②、7．④、8．②、9．③、10．②
問 5（選択問題） 別府八湯温泉道

1．①、2．②、3．⑤、4．③、5．①、6．①、7．③、8．②、9．④、10．⑤
問 5（選択問題） 観光・温泉全般

1．②、2．③、3．①、4．③、5．①、6．⑤、7．④、8．①、9．⑤、10．④
５）最終的な共催・後援団体などは、次の通りである

主 催：別府八湯検定実行委員会
共 催：別府八湯温泉道名人会・別府八湯温泉道実行委員会・大阪観光大学温泉愛好会
後 援：別府市・別府市観光協会・クリエイツ．・野上本館・大阪観光大学観光学研究所・茶房

たかさき・CIL ゆぴあ（順不同）
事務局：別府八湯温泉道事務局・別府八湯温泉道名人会・大阪観光大学総務課

参考文献（発行順）
別府八湯温泉道実行委員会（2004）：「湯快な温泉道－別府八湯温泉道 1周年記念座談会－」観光＆ツ

ーリズム（大阪観光大学観光学研究所・所報）・第 4号、41～49頁。
別府八湯温泉道名人有志（2006）：「湯快な温泉道 2006」観光＆ツーリズム（大阪観光大学観光学研

究所・所報）・第 8号、83～91頁。
浦 達雄（2008）：「別府八湯温泉道の意義」温泉地域研究・第 11号、13～20頁。
NPO 法人ハットウ・オンパク監修（2010）：『別府八湯温泉本 2010～2011年版』おおいたインフォ

メーションハウス、82頁。
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資料 第 1回・別府八湯検定試験問題

問 1 自然（温泉資源などを含む）に関する問題である。設問 1～10について、それぞれ①～⑤の内か
ら、最も適当なものを 1つ選びなさい。

1．高崎山は国立公園に属している。国立公園の名称は。
①阿蘇久住 ②阿蘇九重 ③阿蘇くじゅう ④阿蘇 ⑤瀬戸内海

2．四極山を別名に持つ山はどこか。
①高崎山 ②大平山 ③鶴見岳 ④由布岳 ⑤伽藍岳

3．現在の明礬温泉において幕府領と森藩の境界を示す河川は何と言うか。
①境川 ②春木川 ③妙見川 ④柴石川 ⑤平田川

4．伽藍岳の標高は何 m か。
①1,045 m ②845 m ③945 m ④2,045 m ⑤545 m

5．朝見川断層線断層崖上に発達した温泉地はどこか。
①浜脇 ②別府 ③朝見 ④観海寺 ⑤堀田

6．別府の旧市街地の北側を別府湾へ流れる河川は何と言うか。
①春木川 ②平田川 ③流川 ④境川 ⑤朝見川

7．奥別府の神楽女湖は何が一番有名か。
①桜 ②アジサイ ③リンドウ ④ハナショウブ ⑤紅葉

8．江戸時代、地震によって沈没したと言われる別府湾の島は何と言うか。
①猿島 ②久光島 ③別府島 ④高崎島 ⑤府内島

9．別府八湯の源泉総数（2010年 3月末現在）は何ヵ所か。
①2,808 ②3,008 ③4,008 ④2,708 ⑤2,508

10．別府八湯で現在存在しないと言われる泉質は何か。
①硫黄泉 ②塩化物泉 ③炭酸水素塩泉 ④単純泉 ⑤放射能泉

問 2 歴史（年号、旧跡などを含む）に関する問題である。設問 1～10について、それぞれ①～⑤の内
から、最も適当なものを 1つ選びなさい。

1．伊予風土記では、別府を何の湯と称しているか。
①豊後 ②朝見 ③別符 ④速見 ⑤流川

2．別府という地名の語源は何か。
①隠田百姓村 ②宿場町 ③荘園 ④陣屋 ⑤門前町

3．豊後の守護大名に任命された大友能直の一行（諸説あり）が、1196年に上陸したと言われる海岸は
どこか。

①大分 ②亀川 ③日出 ④別府 ⑤浜脇
4．浜脇駅が東別府駅と改称したのは、何年か。
①1934（昭和 9）年 ②1935（昭和 10）年 ③1940（昭和 15）年 ④1941（昭和 16）年
⑤1930（昭和 5）年

5．1507（永正 4）年、釈了意（しゃく りょうい）が開基したと言われる寺院はどこか。
①永福寺 ②宝満寺 ③西法寺 ④西念寺 ⑤海門禅寺

6．1871（明治 4）年、別府港が完成した。当時の県知事は誰か。
①井上馨 ②森下景端 ③松方正義 ④広瀬淡窓 ⑤帆足万里

7．伊能忠敬が別府に来て測量をしたのは江戸時代のいつの時期か。
①寛政 ②文政 ③天保 ④安政 ⑤文化
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8．大阪商船が 1911（明治 44）年に竣工したホテル名は何か。
①亀の井ホテル ②鶴見園ホテル ③別府ホテル ④別府温泉ホテル ⑤別府八湯ホテル

9．別府、浜脇両町が合併して、別府町になったのは何年か。
①1875（明治 8）年 ②1900（明治 33）年 ③1906（明治 39）年 ④1911（明治 44）年
⑤1924（大正 13）年

10．1935（昭和 10）年に合併したのは、別府市と亀川町、石垣村と何村か。
①浜脇村 ②東山村 ③鉄輪村 ④朝日村 ⑤豊岡村

問 3 産業（交通、道路などを含む）に関する問題である。設問 1～10について、それぞれ①～⑤の内
から、最も適当なものを 1つ選びなさい。

1．現在の西法寺通りは江戸時代の何街道か。
①大分 ②小倉 ③別府 ④日田 ⑤国東

2．1873（明治 6）年、初めて別府港に着港した木造蒸気船・益丸の会社名は何か。
①瀬戸内開商社 ②別府開商社 ③大分開商社 ④阪神開商社 ⑤大阪開商社

3．1873（明治 6）年、日名子太郎が別府で初めて開いた事業は何か。
①ホテル ②レストラン ③ダンスホール ④船問屋 ⑤貸席

4．海地獄が最初に地獄を有料で公開した時期はいつか。
①明治初期 ②明治中期 ③明治末期 ④大正初期 ⑤大正中期

5．かつて金山があったとされる場所はどこか。
①扇山 ②明礬 ③ラクテンチ ④鉄輪 ⑤浜脇

6．大正時代に拡幅が行われ、かつては別府のメインストリートとして、商店やダンスホール、有名旅
館などがたち並び、不夜城として賑わった通りはどこか。

①流川通り ②西法寺通り ③駅前通り ④永石通り ⑤中浜筋
7．1957（昭和 32）年に開催された博覧会の名称は何か。
①別府博覧会 ②別府温泉博覧会 ③中外産業博覧会 ④別府国際温泉観光大博覧会
⑤別府温泉観光産業大博覧会

8．別府の地場産業でないものは何か。
①ツゲ細工 ②別府絞り ③竹細工 ④七宝焼 ⑤ザボン漬け

9．内成は、何の「日本の百選」に選定されているか。
①田園 ②棚田 ③美しい村 ④水田 ⑤田舎

10．明治中期に別府で導入された温泉掘削技術を何と言うか。
①上総掘り ②下総掘り ③別府掘り ④竹掘り ⑤武蔵掘り

問 4 文化（文学、芸術、スポーツなどを含む）に関する問題である。設問 1～10について、それぞれ
①～⑤の内から、最も適当なものを 1つ選びなさい。

1．貝原益軒が別府を訪れて、「豊国紀行」を著した時代はいつか。
①元禄 ②文化 ③天保 ④寛政 ⑤享保

2．徳田秋声が別府を舞台に書いた自伝的小説は何か。
①九州の旅 ②南北の旅 ③南の旅 ④西の旅 ⑤東の旅

3．菊池幽芳が別府を訪れて、書いた著作は何か。
①別府温泉繁昌記 ②別府繁盛記 ③温泉繁盛記 ④別府訪問記 ⑤別府見聞記

4．大正時代に芝居小屋や映画館が発達した松原公園は、何と称されたか。
①西の道頓堀 ②西のミナミ ③西の浅草 ④西の銀座 ⑤西の新宿
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5．大正時代に来別し、別府を讃美した有名な詩を書き残した詩人ポール・クロデールはどこの国の人
か。

①ドイツ ②米国 ③イギリス ④イタリア ⑤フランス
6．吉田鉄郎が設計した建物は何か。
①別府駅 ②中央公民館（旧別府市公会堂） ③東別府駅 ④旧別府市役所 ⑤聴潮閣

7．織田作之助の描いた別府三部作は「湯の町」「恐るべき女」と何か。
①雪の一日 ②雪の日 ③雪の未明 ④雪の夜 ⑤雪の朝

8．ビーコンプラザの設計者は誰か。
①黒川紀章 ②磯崎新 ③フランク・ロイド・ライト ④鬼頭梓 ⑤安藤忠雄

9．毎年ビーコンプラザを拠点に開催される国際的音楽祭の総監督マルタ・アルゲリッチはどこの国の
出身か。

①フランス ②イタリア ③アルゼンチン ④米国 ⑤イギリス
10．故稲尾和久投手が練習したと言われる自宅近くの神社はどこか。
①湊 ②波止場 ③朝見 ④宮地嶽 ⑤住吉

問 5 （選択問題） 別府八湯温泉道
別府八湯温泉道に関する問題である。設問 1～10について、それぞれ①～⑤の内から、最も適当なも
のを 1つ選びなさい。

1．別府八湯温泉道がスタートしたのはいつか。
①2001年 3月 25日 ②2001年 8月 8日 ③2000年 3月 25日 ④2000年 8月 8日
⑤2003年 4月 1日

2．現在の市営浜田温泉が出来たのはいつか。
①2001年 4月 1日 ②2002年 4月 1日 ③2003年 4月 1日 ④2004年 4月 1日
⑤2005年 4月 1日

3．温泉道 88番札所はどこか。
①竹瓦温泉 ②海門寺温泉 ③亀陽泉 ④競輪温泉 ⑤別府パストラル

4．2010年現在、温泉道施設の中で、共同浴場はおおよそ何％を占めるか。
①17％ ②27％ ③37％ ④47％ ⑤57％

5．2010年現在、温泉道名人のうち、別府市内在住の名人はおおよそ何％か。
①28％ ②38％ ③48％ ④58％ ⑤68％

6．温泉殿堂のあるひょうたん温泉の泉質は何か。
①ナトリウム－塩化物泉 ②硫黄泉 ③単純泉 ④炭酸水素塩泉 ⑤酸性泉

7．名人誕生数を月別でみると、何月が一番多く誕生するか。
①1月 ②2月 ③3月 ④4月 ⑤5月

8．初代名人が誕生したのはいつか。
①2001年 3月 30日 ②2001年 3月 31日 ③2001年 4月 1日 ④2000年 4月 1日
⑤2000年 3月 31日

9．895（寛平 7）年、醍醐天皇が湯治したと伝えられる温泉はどこか。
①亀川 ②観海寺 ③浜脇 ④柴石 ⑤鉄輪

10．無料温泉はどこか。
①上人湯 ②神丘温泉 ③蓮田温泉 ④渋の湯 ⑤熱の湯
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問 5 （選択問題） 観光・温泉全般
観光・温泉全般に関する問題である。設問 1～10について、それぞれ①～⑤の内から、最も適当なも
のを 1つ選びなさい。

1．20年前の 1991年 6月 3日に大火砕流が発生した雲仙・普賢岳の山麓の温泉地はどこか。
①指宿 ②島原 ③嬉野 ④武雄 ⑤菊池

2．新燃岳の噴火は、付近の温泉地に風評被害をもたらした。噴火口およびカルデラは何市に属するか。
①鹿児島市 ②宮崎市 ③霧島市 ④都城市 ⑤えびの市

3．2007年 6月、東京都の女性専用会員制温泉施設の別棟で、大規模な爆発が起きた。何区の温泉施
設か。

①渋谷区 ②世田谷区 ③新宿区 ④中野区 ⑤豊島区
4．2004年 6月、源泉かけ流しを最初に宣言した温泉地はどこか。
①明礬 ②長湯 ③十津川 ④熱海 ⑤ニセコ

5．2002年 7月、レジオネラ菌で死亡事故が発生したサンパーク温泉は何市にあるか。
①日向市 ②宮崎市 ③都城市 ④日南市 ⑤延岡市

6．2005年 12月末、硫化水素ガスによって死亡事故が起きた泥湯温泉は、何県にあるか。
①青森県 ②岩手県 ③宮城県 ④福島県 ⑤秋田県

7．温泉の種類（泉質）は、現在、地球上に何種類あると言われているか。
①8 ②9 ③10 ④11 ⑤12

8．国民保養温泉地の制度は、何年に始まったか。
①1954（昭和 29）年 ②1964（昭和 39）年 ③1974（昭和 49）年 ④1984（昭和 59）年
⑤1994（平成 6）年

9．2006年 2月、雪崩が発生して露天風呂付近で死傷者が出た鶴の湯は、何温泉郷に属しているか。
①登別 ②塩原 ③八幡平 ④蔵王 ⑤乳頭

10．2004年、入浴剤混入事件で話題となった白骨温泉は、何県にあるか。
①岐阜県 ②群馬県 ③山梨県 ④長野県 ⑤新潟県
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